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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第３四半期の業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収入 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 6,955 5.1 293 29.4 379 28.8 262 4.9

2025年３月期第３四半期 6,618 8.1 227 53.8 294 37.2 250 △4.1

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 54.15 －

2025年３月期第３四半期 47.22 －

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 6,043 3,915 64.8

2025年３月期 5,431 3,467 63.9
(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 3,915百万円 2025年３月期 3,467百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 13.00 13.00

2026年３月期 － 0.00 －

2026年３月期(予想) 15.00 15.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

2026年３月期（予想）期末配当金の内訳： 普通配当 14円00銭 設立80周年記念配当 1円00銭

３．2026年３月期の業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

営業収入 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,800 1.5 260 6.7 350 7.9 280 3.9 57.73
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半
期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 6,228,039株 2025年３月期 6,228,039株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 1,378,185株 2025年３月期 1,377,853株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 4,850,022株 2025年３月期３Ｑ 5,301,855株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
●本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間（2025年４月１日～2025年12月31日）におけるわが国の経済は、物価高の影響下にありな

がら、雇用・所得環境の改善により個人消費が拡大し、引き続き緩やかな回復が続きました。一方で世界経済はウ

クライナ情勢の長期化、円安による原材料やエネルギー価格の高騰、米国の通商政策等による景気の下振れ懸念な

ど、先行き不透明な状況が続いております。

当社におきましては新規顧客の獲得と既存顧客とのお取引深耕に取り組み、国際一貫輸送のさらなる受注獲得を

目指して営業活動を展開してまいりました。円安の影響下にありながら輸入貨物の堅調な受注もあり、営業収入は

増収、営業利益についても増益となりました。

この結果、当第３四半期累計期間における営業収入は6,955,114千円で、前年同四半期累計期間と比べ336,562千

円（5.1％）の増収となりました。営業利益は293,750千円で、前年同四半期累計期間と比べ66,701千円（29.4％）

の増益となりました。経常利益は379,874千円で、前年同四半期累計期間と比べ84,908千円（28.8％）の増益となり

ました。また、四半期純利益は262,631千円となり、前年同四半期累計期間と比べ12,278千円（4.9％）の増益とな

りました。

セグメントごとの経営成績は、次の通りであります。

①港湾運送事業

当社の主要セグメントである当セグメントにおきましては、当社主要取引先の受注が堅調に推移したため、前年

同四半期累計期間と比べて増収増益となりました。

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は6,821,965千円で、前年同四半期累計期間

と比べ356,994千円（5.5％）の増収となり、全セグメントの98.1％を占めております。

セグメント利益（営業利益）は543,906千円で、前年同四半期累計期間と比べ69,606千円（14.7％）の増益となり

ました。

②自動車運送事業

当セグメントにおきましては、収益的には厳しい状況が続きました。

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は129,758千円で、前年同四半期累計期間と

比べ20,763千円（13.8％）の減収となり、全セグメントの1.9％を占めております。

セグメント損失（営業損失）は78千円、（前年同四半期累計期間は6,419千円のセグメント損失（営業損失））と

なりました。これは燃料費等諸コスト高騰の影響によるものであります。

③その他

当セグメントにおきましては、前年同四半期とほぼ同水準となりました。

この結果、営業収入は3,390千円で、前年同四半期累計期間と比べ331千円（10.8％）の増収となり、全セグメン

トの0.0％を占めております。

セグメント利益（営業利益）は3,358千円で、前年同四半期累計期間と比べ331千円（10.9％）の増益となりまし

た。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末より240,817千円増加して2,978,829千円となりまし

た。これは現金及び預金の増加126,914千円、営業未収入金の増加72,114千円、立替金の増加37,321千円等によるも

のであります。

固定資産は、前事業年度末より371,299千円増加して3,064,433千円となりました。これは投資有価証券の増加

382,040千円、のれんの減少20,948千円等によるものであります。

流動負債は、前事業年度末より86,736千円増加して1,308,697千円となりました。これは営業未払金の増加

124,712千円、未払法人税等の減少26,764千円、賞与引当金の減少20,701千円等によるものであります。

固定負債は、前事業年度末より77,664千円増加して819,010千円となりました。これはその他固定負債の増加

112,048千円、長期借入金の減少45,419千円等によるものであります。

純資産は、前事業年度末より447,715千円増加して3,915,554千円となりました。これは繰越利益剰余金の増加

193,273千円、その他有価証券評価差額金の増加248,285千円等によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の通期業績予想及び配当予想につきましては、不確定要因が大きく、2025年５月14日の「2025年３

月期決算短信」で公表いたしました業績予想及び2025年11月13日の「配当予想の修正（増配及び設立80周年記念配

当）に関するお知らせ」で公表しました配当予想を変更しておりません。今後の見通しにつきましては引き続き検

討を行い、業績予想に関しての修正が生じた場合には速やかに開示する予定であります。

なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により、予想数

値と異なる可能性があります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,317,148 1,444,062

受取手形 236 －

営業未収入金 773,225 845,340

立替金 604,348 641,670

その他 50,533 55,892

貸倒引当金 △7,482 △8,137

流動資産合計 2,738,011 2,978,829

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 70,795 66,128

構築物（純額） 1,536 1,425

機械及び装置（純額） 25,170 21,376

車両運搬具（純額） 17,388 28,537

工具、器具及び備品（純額） 1,694 6,173

土地 576,183 576,183

リース資産（純額） 10,008 7,719

有形固定資産合計 702,776 707,545

無形固定資産

ソフトウエア 90,840 84,418

ソフトウエア仮勘定 8,000 －

のれん 55,862 34,913

その他 4,188 4,188

無形固定資産合計 158,890 123,520

投資その他の資産

投資有価証券 1,668,889 2,050,930

差入保証金 75,513 86,010

その他 223,135 224,135

貸倒引当金 △136,070 △127,707

投資その他の資産合計 1,831,466 2,233,367

固定資産合計 2,693,133 3,064,433

資産合計 5,431,145 6,043,262
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(単位：千円)

前事業年度
(2025年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 704,316 829,029

1年内返済予定の長期借入金 266,265 251,115

未払金 46,248 46,383

未払法人税等 79,797 53,033

賞与引当金 48,533 27,831

その他 76,799 101,304

流動負債合計 1,221,960 1,308,697

固定負債

長期借入金 383,675 338,256

退職給付引当金 208,789 219,824

その他 148,882 260,930

固定負債合計 741,346 819,010

負債合計 1,963,306 2,127,708

純資産の部

株主資本

資本金 2,394,398 2,394,398

資本剰余金

資本準備金 52,473 52,473

資本剰余金合計 52,473 52,473

利益剰余金

利益準備金 35,178 41,483

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 1,233,834 1,427,108

利益剰余金合計 1,269,013 1,468,591

自己株式 △612,533 △612,681

株主資本合計 3,103,352 3,302,782

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 364,485 612,771

評価・換算差額等合計 364,485 612,771

純資産合計 3,467,838 3,915,554

負債純資産合計 5,431,145 6,043,262
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

営業収入 6,618,552 6,955,114

営業原価 6,126,696 6,386,979

営業総利益 491,856 568,135

販売費及び一般管理費 264,806 274,385

営業利益 227,049 293,750

営業外収益

受取利息 337 997

受取配当金 59,607 68,897

受取家賃 20,100 18,570

雑収入 20,577 32,108

営業外収益合計 100,622 120,573

営業外費用

支払利息 4,584 4,972

為替差損 19,574 19,563

賃貸費用 8,547 8,578

雑損失 － 1,334

営業外費用合計 32,706 34,449

経常利益 294,965 379,874

特別利益

固定資産売却益 1,272 3,493

投資有価証券売却益 76,206 1,149

特別利益合計 77,479 4,643

税引前四半期純利益 372,444 384,517

法人税、住民税及び事業税 122,092 121,886

法人税等合計 122,092 121,886

四半期純利益 250,352 262,631
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年12月31日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

合計
（注）３港湾運送

事業
自動車運送

事業
計

売上高

顧客との契約から生じる
収益

6,464,970 150,522 6,615,493 3,059 6,618,552 － 6,618,552

外部顧客への売上高 6,464,970 150,522 6,615,493 3,059 6,618,552 － 6,618,552

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,005,333 371,319 1,376,653 － 1,376,653 △1,376,653 －

計 7,470,304 521,842 7,992,146 3,059 7,995,205 △1,376,653 6,618,552

セグメント利益又は損失
（△）

474,299 △6,419 467,880 3,027 470,907 △243,858 227,049

(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２. セグメント利益又は損失（△）の調整額の内容は、△243,858千円は全社費用であり、その内容は主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３. セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年12月31日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

合計
（注）３港湾運送

事業
自動車運送

事業
計

売上高

顧客との契約から生じる
収益

6,821,965 129,758 6,951,724 3,390 6,955,114 － 6,955,114

外部顧客への売上高 6,821,965 129,758 6,951,724 3,390 6,955,114 － 6,955,114

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,012,337 451,700 1,464,037 － 1,464,037 △1,464,037 －

計 7,834,302 581,459 8,415,762 3,390 8,419,152 △1,464,037 6,955,114

セグメント利益又は損失
（△）

543,906 △78 543,828 3,358 547,187 △253,436 293,750

(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２. セグメント利益又は損失（△）の調整額の内容は、△253,436千円は全社費用であり、その内容は主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３. セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、次のとおりであ

ります。

前第３四半期累計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 2025年４月１日
至 2025年12月31日）

減価償却費 30,448千円 37,722千円

のれん償却額 20,948千円 20,948千円
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年２月13日

株式会社大運

取締役会 御中

かがやき監査法人

大阪事務所

指定社員

業務執行社員
公認会計士 森 本 琢 磨

指定社員

業務執行社員
公認会計士 深 井 大 督

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社大運の2025年４月１日から2026年３月31日

までの第106期事業年度の第３四半期会計期間（2025年10月１日から2025年12月31日まで）及び第３四半期累計期間

（2025年４月１日から2025年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書

及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表

等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信

じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用さ

れる規定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める

記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ

ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半

期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成

されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不

確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、

将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


